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（訂正）「株式会社ジクトの吸収合併に伴う優先株式及び 

新株予約権の割当交付に関するお知らせ」の一部訂正について 

 

 

平成 21 年１月 30 日に発表いたしました「株式会社ジクトの吸収合併に伴う優先株式及び新株予約

権の割当交付に関するお知らせ」において、一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお

知らせいたします。なお、訂正箇所には、下線を付して表示しております。 

 

記 

 
（開示資料 別紙の１ページ） 

3. 第2回優先配当金： 
  ＜訂正前＞ 

(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌営業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第2回優先株主又は第2回優先登録株式質権者に支払う。 
  ＜訂正後＞ 

(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌事業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第2回優先株主又は第2回優先登録株式質権者に支払う。 
 
（開示資料 別紙の２ページ） 

8. 取得条項①（強制転換） 
  ＜訂正前＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 

第2回優先株式の強制取得と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
  ＜訂正後＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 
    第2回優先株式の強制転換と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
 
（開示資料 別紙の３ページ） 

9. 取得条項②（強制償還） 
  ＜訂正前＞ 

(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）額の合計額を控除した金額を限度とする。 
  ＜訂正後＞ 

(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額を控除した金額を限度とする。 
 



（開示資料 別紙の４ページ） 
3. 第３回優先配当金： 

  ＜訂正前＞ 
(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌営業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に支払う。 
  ＜訂正後＞ 

(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌事業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第３回優先株主又は第３回優先登録株式質権者に支払う。 
 
（開示資料 別紙の５ページ） 

8. 取得条項①（強制転換） 
  ＜訂正前＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 

第３回優先株式の強制取得と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
  ＜訂正後＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 
    第３回優先株式の強制転換と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
 
（開示資料 別紙の６ページ） 

9. 取得条項②（強制償還） 
  ＜訂正前＞ 

(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）額の合計額を控除した金額を限度とする。 
  ＜訂正後＞ 

(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額を控除した金額を限度とする。 
 
（開示資料 別紙の７ページ） 

3. 第４回優先配当金： 
  ＜訂正前＞ 

(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌営業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に支払う。 
  ＜訂正後＞ 

(3) ある事業年度において、…（中略）…その不足額を翌事業年度以降に累積し、…（中略）…こ

れを第４回優先株主又は第４回優先登録株式質権者に支払う。 
 
（開示資料 別紙の８ページ） 

8. 取得条項①（強制転換） 
  ＜訂正前＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 

第４回優先株式の強制取得と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
  ＜訂正後＞ 
   (3) 強制転換と引換えに交付する株式の数 
    第４回優先株式の強制転換と引換えに…（中略）…これを切り捨てる。 
 
（開示資料 別紙の９ページ） 

9. 取得条項②（強制償還） 



  ＜訂正前＞ 
(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）額の合計額を控除した金額を限度とする。 
  ＜訂正後＞ 

(5) 強制取得は、…（中略）…強制取得日が属する事業年度において既に強制取得が実行又は決定

された金額（他の種類の株式の取得金額を含む。）の合計額を控除した金額を限度とする。 
 

以上 


